
 

申入れ（全労働兵庫支部）議事概要（平成３０年７月３日） 

 

兵庫労働局長（当局）は、平成３０年７月３日（月）に全労働兵庫支部執行

委員長（全労働兵庫支部）から、夏季統一要求書等に対する申入れを受け、そ

の対応を行った。 

概要は、次のとおりである。 

 

全労働兵庫支部 

  労働行政への国民の期待がますます高まる中、我々が果たすべき役割は非

常に大きく、その期待に的確に応えるためには、行政体制の拡充はもとより、

職員とその家族の健康の確保、生活の安定のほか、高齢期雇用・定年延長、

労働時間・休暇制度等の職場環境の整備が必要である。 

まず、「給与制度の総合的見直し」により、給与の地域間格差や高年齢層へ

の賃金抑制が行われている。官民給与水準の適正な把握により、生活実態に

根差した水準の改善を求める。 

また、定員削減等による行政体制が厳しい中で、労働行政は全ての分野に

おいて、専門性・総合性の維持及び向上が求められている現況にあり、これ

ら国民の期待に応えるためにも、新人事制度の抜本的見直しを含めた柔軟な

運用と非常勤職員の労働条件の処遇改善、必要な宿舎数の確保と確保に見合

わない広域異動の見直しなどの方策が求められる。 

さらに、長時間労働の是正を始めとする「働き方改革」は、労働行政全体

の増員によって実現すること。また、労働局・監督署における労災部署の体

制を抜本的に強化するための戦略を構築することを求める。 

以上を踏まえ、ここに夏季統一要求書等を提出するので、各々の要求項目

について誠実な対応を要望する。 

 

当局 

提出された夏季統一要求書等の各要求事項については、内容を検討の上、

誠実に対応したい。 


